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2白馬議会だより　149号　令和6年7月31日

財源検討委員会再スタート
３つの部会を設置

議
案
第
32
号

白
馬
村
執
行
機
関
の
付
属
機
関

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

白
馬
村
観
光
振
興
の
た
め
の
財
源
確
保
検

討
委
員
会
の
委
員
数
の
増
員
と
、同
検
討

委
員
会
に
部
会
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

議案の概要Q　
�

新
し
く
選
び
出
す
15
名
の
構
成
は
。

A　
�

宿
泊
税
検
討
部
会
は
、各
観
光
協
会
、宿
泊

施
設
関
連
団
体
か
ら
推
薦
し
て
も
ら
う
。

登
山
協
力
金
検
討
部
会
は
、山
小
屋
関
係

や
白
馬
山
案
内
人
組
合
、行
政
関
係
か
ら

環
境
省
、中
信
森
林
管
理
署
等
。事
業
者
負

担
金
検
討
部
会
は
、索
道
事
業
者
や
商
工

会
、そ
の
他
民
間
の
業
者
を
考
え
て
い
る
。

�����������

使
途
に
関
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
密
接
に
関
わ
っ

て
く
る
た
め
、各
部
会
に
観
光
局
か
ら
１

名
ず
つ
選
出
す
る
。

Q　

�

他
の
部
会
と
は
名
称
の
付
け
方
が
異
な
る
事

業
者
負
担
金
検
討
部
会
は
、宿
泊
者
だ
け
で

な
く
、日
帰
り
も
含
め
、飲
食
、リ
フ
ト
、お
土

産
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
中
で
徴
収
義
務

者
と
す
る
方
向
を
検
討
し
て
い
く
部
会
か
。

A　

�

三
つ
の
部
会
の
検
討
し
て
い
く
内
容
は
全

く
違
っ
て
お
り
、特
に
事
業
者
負
担
金
は
す

ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
税
に
な
る

な
ら
時
間
が
か
か
る
た
め
、丁
寧
に
進
め
る
。

Q　

�

各
部
会
は
何
回
行
う
か
。ま
た
県
と
の
絡
み
は
。

A　

�

宿
泊
税
部
会
に
つ
い
て
は
今
年
度
４
回
、そ

の
他
は
３
回
を
検
討
し
て
い
る
。県
は
12
月

議
会
に
提
出
が
想
定
さ
れ
、県
と
の
協
議
を

有
利
に
進
め
る
た
め
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
う
。

主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

か ら審 議 総務社会委員会

デマンドタクシーふれAI号
1台増やし3台運行へ

議
案
第
34
号

白
馬
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

Q　

�

保
育
士
の
人
材
確
保
の
考
え
方
は
。

A　

�

有
資
格
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、幼
児
教
育

の
資
格
を
得
て
い
る
大
学
等
に
訪
問
し
直

接
募
集
に
回
り
た
い
。
ま
た
広
域
で
ど
の

よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

議
案
第
36
号

令
和
６
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）所
管
事
項

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
１
２
０
万

７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

68
億
６
７
２
０
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

議案の概要
【
住
民
課
関
係
】

　
塵
芥
処
理
事
業
の
１
４
５
４
万
７
千
円
の
増

額
は
、ご
み
処
理
量
増
加
に
よ
る
北
ア
ル
プ
ス

広
域
連
合
負
担
金
。

Q　
�

広
域
連
合
負
担
金
の
増
額
は
、燃
料
代
高

騰
の
影
響
か
。

A　

�

一
般
系
は
減
っ
て
い
る
が
、観
光
客
の
増
加

も
あ
り
事
業
系
の
ご
み
量
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
負
担
金
が
増
え
た
。
ご
み
分
別

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
来
年
導
入
す
る
ご
み

分
別
ア
プ
リ
等
を
英
語
対
応
に
し
て
い
く
。

【
子
育
て
支
援
課
関
係
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金
事
業（
こ

ど
も
加
算
分
）６
６
７
万
５
千
円
の
増
額
は
、物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
。
子
育
て
支
援
施
設
建
設
事
業
44
万
円
の
増

額
は
、施
設
建
設
予
定
地
の
土
地
購
入
に
よ
る

不
動
産
鑑
定
委
託
料
と
調
査
等
委
託
料
。

［
質
疑・意
見
］

Q　

�

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら
保
育
園
ま
で
の

木
流
川
沿
い
は
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
、上
手
く
開
発
し
て
ほ
し
い
が
。

A　

�

50
年
先
も
残
る
よ
う
な
施
設
が
、よ
い
場
所

に
で
き
る
よ
う
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

意見�����

基
本
設
計
は
早
め
る
べ
き
。
絵
が
無
け
れ

ば
、開
発
許
可
申
請
や
農
転
の
申
請
が
で

き
な
い
。ま
た
、乱
開
発
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、村
が
土
地
を
取
得
し
、今

後
の
文
化
施
設
や
公
共
施
設
、若
者
の
た

め
の
宅
地
分
譲
等
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

陳
情
第
２
号　

地
方
自
治
体
を「
国
の
下
部
組
織

へ
変
容
さ
せ
る
」こ
と
に
つ
な
が

る「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」の
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

［
賛
成
討
論
］

　

都
合
の
い
い
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
。
住
民
の
生
活
や
健
康
を
脅
か
す
よ
う
な
こ

と
を
や
れ
と
国
が
言
っ
た
と
き
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
法
律
。よ
っ
て
採
択
。

［
反
対
討
論
］

　

東
日
本
や
能
登
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
起

こ
っ
た
時
、国
が
入
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ど
う

し
よ
う
も
で
き
な
い
。よ
っ
て
不
採
択
。
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議
案
第
36
号

令
和
６
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）所
管
事
項

　

概
要
は
２
ペ
ー
ジ
議
案
第
36
号
と
同
じ�

【
農
政
課
関
係
】

　

農
業
振
興
費
1
2
7
万
円
の
増
額
の
内
訳
は

水
田
麦
・
大
豆
産
地
生
産
性
向
上
事
業
補
助
金

1
0
1
万
8
0
0
0
円
で
、
対
象
農
業
法
人
へ

の
播
種
機
等
農
業
機
械
購
入
に
対
す
る
補
助

金
に
よ
る
も
の
と
、産
地
づ
く
り
対
策
負
担
金

25
万
2
0
0
0
円
は
、白
馬
村
農
業
再
生
協
議
会

を
通
じ
て
、黒
豆
沢
土
砂
災
害
に
よ
り
４
名
の
被

災
農
家
に
対
す
る
見
舞
金
を
計
上
。

Q　

�

産
地
づ
く
り
対
策
事
業
負
担
金
は
、今
ま

で
も
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
て
見

舞
金
と
い
う
形
で
支
払
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
金
額
の
決
め
方
や
単
価
は
。

A　

�

神
城
断
層
地
震
の
際
に
も
被
災
農
家
に
対

し
、農
業
再
生
協
議
会
を
通
じ
て
支
払
い

を
し
た
。金
額
は
、他
の
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
、水
稲
は
10
ア
ー
ル
あ
た
り
２
万
円
、

園
芸
は
５
万
円
で
、面
積
に
応
じ
支
給
す

る
。

【
観
光
課
関
係
】

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
の
車
両
1
台

増
加
に
よ
る
運
行
委
託
料
9
0
4
万
2
千
円
。観

光
財
源
検
討
委
員
会
の
登
山
協
力
金
検
討
部
会

委
員
の
謝
金
や
マ
ナ
ー
条
例
等
啓
発
動
画
作
成

委
託
料
。国
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防

止
・
抑
制
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
補

助
金
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム

使
用
料
3
3
6
万
6
千
円
。糸
魚
川
市
と
の
連
携

に
よ
る
バ
ス
運
行
事
業
の
観
光
振
興
負
担
金
等

3
4
3
万
6
千
円
。公
共
交
通
費
6
5
6
万
円
増

額
は
公
共
交
通
計
画
策
定
に
よ
る
地
域
公
共
交

通
会
議
負
担
金
。

Q　

�

A
I
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
の
ア
プ
リ

を
見
る
事
が
で
き
な
い
人
は
、チ
ラ
シ
に

出
て
い
る
乗
降
場
所
し
か
知
ら
な
い
。情

報
格
差
の
是
正
は
。

A　

�

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
予
約
時
に
制
度
の

説
明
、乗
車
場
所
の
案
内
は
丁
寧
に
し
て

い
る
。
新
規
利
用
者
の
場
合
や
自
宅
が
わ

か
ら
な
い
と
い
っ
た
人
の
場
合
は
、少
し

意
見
の
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
が
、対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Q　

�

一
台
増
便
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、一
台
を

村
民
限
定
に
す
る
な
ど
の
考
え
は
。

A　

�

公
共
交
通
と
し
て
運
行
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、村
民
に
限
定
は
し
な
い
。法
律
の
許

さ
れ
る
範
囲
内
で
改
善
し
て
い
き
た
い
。

Q　
�

レ
ス
ト
ラ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
補

正
内
容
は
。

A　

�

今
年
度
は
新
た
に
30
店
舗
を
募
集
す
る
た

め
の
予
算
。

か ら審 議 産業経済委員会

デマンドタクシーふれAI号
1台増やし3台運行へ

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※�

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ
れ
る

「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容（
発
言
）を

要
約
し
纏
め
て
本
会
議
場
で
発
表
す
る
原

稿
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ど
も
加
算
分
）６
６
７
万
５
千
円
の
増
額
は
、物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
。
子
育
て
支
援
施
設
建
設
事
業
44
万
円
の
増

額
は
、施
設
建
設
予
定
地
の
土
地
購
入
に
よ
る

不
動
産
鑑
定
委
託
料
と
調
査
等
委
託
料
。

［
質
疑・意
見
］

Q　

�

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら
保
育
園
ま
で
の

木
流
川
沿
い
は
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
、上
手
く
開
発
し
て
ほ
し
い
が
。

A　

�

50
年
先
も
残
る
よ
う
な
施
設
が
、よ
い
場
所

に
で
き
る
よ
う
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

意見�����

基
本
設
計
は
早
め
る
べ
き
。
絵
が
無
け
れ

ば
、開
発
許
可
申
請
や
農
転
の
申
請
が
で

き
な
い
。ま
た
、乱
開
発
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、村
が
土
地
を
取
得
し
、今

後
の
文
化
施
設
や
公
共
施
設
、若
者
の
た

め
の
宅
地
分
譲
等
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

陳
情
第
２
号　

地
方
自
治
体
を「
国
の
下
部
組
織

へ
変
容
さ
せ
る
」こ
と
に
つ
な
が

る「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」の
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

［
賛
成
討
論
］

　

都
合
の
い
い
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
。
住
民
の
生
活
や
健
康
を
脅
か
す
よ
う
な
こ

と
を
や
れ
と
国
が
言
っ
た
と
き
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
法
律
。よ
っ
て
採
択
。

［
反
対
討
論
］

　

東
日
本
や
能
登
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
起

こ
っ
た
時
、国
が
入
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ど
う

し
よ
う
も
で
き
な
い
。よ
っ
て
不
採
択
。

地域予約アプリ「Hakuba DO」。
レストラン予約システムや交通
連携（住民向け定額サービス含む）
等のスマホ画面。
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第1回臨時会　議決結果 （4月25日）
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

議案第３１号 工事請負契約の締結について 委員会付託なし 可決

第２回定例会　議決結果
◯…可決　×…否決

番号 件　　名 総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

報告第２号 令和５年度白馬村一般会計繰越明許費繰越計算書について

委員会付託なし

報告事項

報告第３号 損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について 報告事項

承認第３号 白馬村税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 可決

承認第４号 白馬村都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 可決

承認第５号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 可決

承認第６号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第１０号）の専決処分報告について 可決

承認第７号 令和５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）の専決処分
報告について 可決

承認第８号 令和５年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分報告に
ついて 可決

承認第９号 令和５年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分報告
について 可決

承認第１０号 令和５年度白馬村水道事業会計補正予算（第５号）の専決処分報告について 可決

承認第１１号 令和５年度白馬村下水道事業会計補正予算（第５号）の専決処分報告について 可決

議案第３２号 白馬村執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例について ○ － 可決

議案第３３号 白馬村税条例の一部を改正する条例について ○ ー 可決

議案第３４号 白馬村家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ー 可決

議案第３５号 白馬村検診事業実施条例の一部を改正する条例について ○ ー 可決

議案第３６号 令和６年度白馬村一般会計補正予算（第１号） ○ ○ 可決

議案第３７号 令和６年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） ○ ー 可決

第２回定例会　陳情・請願　審査結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

陳情第２号
地方自治体を「国の下部組織へ変容させる」ことにつながる「地方自治法の一部
を改正する法律案」の廃案を求める意見書の提出を求める陳情書

○
(賛成：加
藤（亮）、
尾川)

―

不採択
(賛成：加藤（ソ）、
尾川、太谷、加藤
（亮）)

陳情第2号　
地方自治体を「国の下部組織へ変容
させる」ことにつながる「地方自治法
の一部を改正する法律案」の廃案を
求める意見書の提出を求める陳情書

賛成討論
加藤　亮輔

憲法９２条は、先の戦争の反省から国と地方自治
体の関係を「上下主従」から、「対等・協力」に改めて
規定している。一部改定は、「重大な影響を及ぼす
事態」と政府が認定すれば、昔のように指示権が発
動できる改定。自治体の自主性が損なわれる。
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一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

五輪施設の維持・管理は
	 横川　恒夫	 ……………………………6
ゼロカーボンロードマップの位置付けは
	 尾川　耕	 ………………………………7
行政区の共有地対応は
	 松本　喜美人	 …………………………8　　
基本設計を今年度から進められないのか
	 加藤　ソフィー	 ………………………9
プロを入れてのランドスケープデザインを
	 丸山　勇太郎	 ……………………… 10
本村の地域コミュニティの現状は
	 丸山　和之	 ………………………… 11

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
	　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

前のふれ愛号が良かったとの声があるが
	 加藤　亮輔	 ………………………… 12
居住誘導区域面積を217haとした評価は
	 切久保　達也	 ……………………… 13
崩落箇所上部のリフト支柱への影響は
	 太谷　修助	 ………………………… 14
文化財保存活用地域計画作成の見通しは
	 増井　春美	 ………………………… 15
地域の価値とは
	 津滝　俊幸	 ………………………… 16

7月4日に小谷村で行われた「第74回社会を明るくする運動」白馬・小谷地区推進大会。大町市出身の
信濃家中蔵さんの落語による講演。
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【
公
共
施
設
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
使
用
し
た
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場
、
ウ
イ
ン
グ
21
と
体

育
館
に
つ
い
て
】

問
五
輪
に
使
用
し
た
施
設

は
、今
後
も
現
状
の
ま
ま

使
用
し
て
い
く
の
か
、縮
小
す
る

考
え
も
あ
る
の
か
。

答
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
と
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

場
は
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ

ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、平
成
24

年
か
ら
選
手
強
化
の
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
競
技
場
は
、３
本
あ
っ

た
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
の
う
ち
１

本
の
使
用
を
中
止
し
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
当
時
と
比
べ
縮
小
し
て

使
用
し
て
い
る
。ど
の
施
設
を

と
っ
て
も
維
持
・
管
理
に
か
か
る

経
費
負
担
が
課
題
。ス
キ
ー
の
活

動
拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
庁
指

定
の
専
門
的
な
施
設
の
た
め
、広

域
的
な
視
野
で
、維
持
・
運
営
を

検
討
し
て
い
る
。

問
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
は
、長

野
県
と
今
後
の
維
持
・
管

理
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と

は
あ
る
か
。

答
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
、ス
タ
ー
ト

タ
ワ
ー
及
び
リ
フ
ト
は
、

県
か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
、管
理
運
営
を
民
間
に
委
託

し
て
い
る
。
県
と
は
５
年
ご
と

の
基
本
協
定
と
毎
年
の
年
度
協

定
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
、令
和

７
年
度
か
ら
の
基
本
協
定
の
見

直
し
に
向
け
た
協
議
を
現
在

行
っ
て
い
る
。

問
ウ
イ
ン
グ
21
が
、金
額
が

多
額
に
な
る
大
規
模
な

改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
災
害
発
生
時
の
村
の
指

定
避
難
所
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、昨
年
は
、自
動
火
災

報
知
設
備
と
非
常
用
自
家
発
電

設
備
等
の
改
修
工
事
を
し
ま
し

た
。
本
年
は
空
調
設
備
設
置
工

事
と
高
圧
受
電
設
備
更
新
工
事

を
予
定
し
て
い
る
が
、こ
の
よ
う

な
大
規
模
改
修
に
は
充
当
率
や

交
付
税
措
置
率
が
有
利
な
起
債

を
活
用
し
て
改
修
工
事
を
進
め

て
い
く
。

問
体
育
館
の
施
設
規
模
の

見
直
し
や
既
存
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
、ま
た
現
在
の
利

用
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
人
口
減
少
を
見
据
え
た

施
設
規
模
の
見
直
し
や

既
存
施
設
の
活
用
は
、重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
、修
学
旅
行
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
で
の
利
用
が
多
い

状
況
も
あ
る
の
で
、直
ち
に
施
設

規
模
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

老
朽
化
に
よ
る
改
修
や
照
明

の
L
E
D
化
な
ど
、実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
改
修
が
あ
る

が
、今
後
は
、こ
れ
ら
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
現
在
は
村
が
直
営
で
管
理

し
て
い
る
が
、新
た
な
管
理
手
段

と
し
て
、指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
、民
間
へ
の
運
営
委
託
、ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
る
施
設
管

理
料
の
軽
減
な
ど
の
手
段
も
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
に
お

い
て
、
昨
年
初
め
て
ウ

オ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
た
が
、施
設
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、今
年

は
何
回
か
開
催
で
き
な
い
か
。

答
今
年
も
、8
月
上
旬
に
1

回
は
予
定
し
て
い
る
。

答
広
域
的
視
野
で
検
討

問
五
輪
施
設
の
維
持
・

管
理
は

横川	恒夫

年間約4万6千人が訪れるジャンプ競技場

スノーハープ管理棟
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【
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

問
行
政
内
の
位
置
づ
け
は
。

答
全
て
の
事
務
事
業
や
環

境
施
策
の
推
進
に
お
い

て
、作
成
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

意
識
し
た
庁
内
横
断
的
な
取
組

を
実
践
す
る
。

問
全
て
の
公
共
施
設
の
電

気
・
灯
油
等
の
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
覧
表
は
作
っ
て
い

る
か
。ま
た
H
P
等
で
、そ
れ
ら

を
月
々
ま
と
め
、変
化
が
わ
か
る

よ
う
掲
載
し
な
い
か
。

答
各
課
や
各
担
当
が
記
録

し
て
い
る
。義
務
づ
け
し

て
い
な
い
の
で
、ま
と
ま
っ
た
一

覧
は
無
い
。実
際
に
何
キ
ロ
ワ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
に
着
目
で
き
な
い
と

い
う
の
が
実
情
。H
P
等
へ
の

掲
載
は
、庁
内
の
会
議
等
で
検
討

し
て
い
く
。

問
取
組
推
進
に
必
要
と
な

る
関
係
者
の
連
携
体
制

づ
く
り
や
、事
業
者
が
多
い
観
光

協
会
・
旅
館
組
合
・
ペ
ン
シ
ョ
ン

組
合
な
ど
と
の
連
携
は
。

答
村
内
の
事
業
者
等
と
は
、

今
ま
だ
下
段
階
。宿
泊
事

業
者
に
限
ら
ず
、全
て
の
事
業
者

に
協
力
し
て
ほ
し
い
。取
組
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は

２
０
２
４
年
に
16
個
ほ

ど
の
分
野
で
検
討
す
る
予
定
と

あ
る
。住
民
は
既
に
進
め
て
い
る

と
理
解
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
具
体
的
に
ど
の
公
共
施

設
に
し
て
い
く
の
か
、あ

る
い
は
ど
の
事
業
を
主
に
し
て

い
く
の
か
は
、庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
優
先
順

位
を
つ
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
村
の
財
政
も
厳
し
い
の

で
、具
体
的
な
事
業
を
進

め
る
に
は
、国
の
補
助
金
を
狙
う

必
要
が
あ
る
。普
段
か
ら
素
案
を

作
り
、大
体
の
想
像
を
つ
け
な
が

ら
国
の
補
助
金
を
狙
っ
て
い
く

と
い
う
姿
勢
が
必
要
。そ
れ
は
、

ど
の
課
が
担
う
の
か
。

答
補
助
金
に
関
し
て
は
、村

長
か
ら
課
長
会
議
の
た

び
に
見
つ
け
る
よ
う
指
示
さ
れ

る
。職
員
も
大
分
自
覚
し
て
い
る

と
思
う
。各
課
の
課
長
あ
る
い
は

担
当
者
も
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

 

問
総
合
計
画
と
自
治

基
本
条
例
と
の
関

連
性
は

答
村
民
の
納
得
す
る

形
で
策
定
し
た
い

【
総
合
計
画
関
連
～
第
5
次

の
検
証
、
第
6
次
の
作
り
方

と
条
例
等
】

問
総
合
計
画
と
今
後
作
ら

れ
る「
自
治
基
本
条
例
」

と
の
関
連
性
は
。

答
総
合
計
画
は
村
の
最
上

位
の
計
画
。各
分
野
の
政

策
が
網
羅
さ
れ
、目
標
年
度
や
実

施
手
法
な
ど
、取
り
組
む
べ
き
内

容
を
記
載
す
る
も
の
。自
治
基
本

条
例
は
、村
の
最
上
位
の
条
例
と

し
て
、住
民
や
議
会
行
政
が
協
力

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
原
則
や
制
度
、手
続
な
ど

手
段
や
ル
ー
ル
を
記
載
す
る
も

の
。

　

住
民
や
事
業
者
、行
政
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
に
も
、総
合
計
画
も
自

治
基
本
条
例
も
村
民
の
皆
様
が

納
得
す
る
形
で
関
連
を
も
っ
て

策
定
、制
定
し
て
い
き
た
い
。

問
毎
年
行
う
総
合
計
画
の

評
価
は
、近
年
１
月
末
に

な
っ
て
い
る
。
第
５
次
前
期

（
2
0
2
0
年
度
）ま
で
10
月
頃

に
終
え
て
い
た
が
、近
年
は
遅
い

の
で
は
。

答
９
月
、10
月
頃
に
外
部
評

価
を
得
れ
ば
、新
年
度
予

算
に
も
生
か
せ
る
。前
期
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

答 全ての事業で庁内横断的
な取組を実践する

問ゼロカーボンロード
マップの位置付けは

尾川	耕

様々な白馬村の計画書。この最上位の総合計画
が、この秋ごろから2026年に向けて作られる。
住民を交えしっかりとしたビジョンをもとに作っ
ていこう。
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【
不
動
産
登
記
法
改
正
に
伴

う
相
続
登
記
の
義
務
化
】

問
村
内
に
、
所
有
者
不
明
土

地・建
物
の
存
在
の
有
無
は
。

答

 

村
長 

固
定
資
産
税
の
課

税
上
で
、納
税
義
務
者
が

不
明
な
土
地
や
建
物
は
な
い
。

問
行
政
区
の
多
く
は
共
有

地
を
保
有
し
て
お
り
、相

続
登
記
の
義
務
化
対
応
の
最
良

策
は
。

答

 

村
長 

行
政
区
の
共
有
地

等
を
、認
可
地
縁
団
体
へ

所
有
権
移
転
登
記
に
対
す
る
認

識
は
、平
成
3
年
に
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
た
。

　

行
政
区
等
の
地
縁
に
よ
る
団

体
名
義
で
不
動
産
登
記
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
、そ
れ
ま
で
区
所

有
の
不
動
産
は
、代
表
者
の
個
人

名
か
共
有
名
義
で
し
か
登
記
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、代
表

者
や
共
有
名
義
人
の
転
居
や
死

亡
に
よ
り
構
成
員
で
な
く
な
っ

た
場
合
に
、名
義
変
更
の
煩
雑
さ

や
相
続
等
の
問
題
が
生
じ
て
お

り
、こ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ

る
。

　

相
続
登
記
の
義
務
化
へ
の
対

応
と
地
区
の
財
産
管
理
に
お
い

て
、有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
認
可
地
縁
団
体
設
立
の

基
本
的
な
要
件
は
。

答

 

総
務
課
長 

地
縁
に
よ
る

団
体
の
認
可
は
村
長
が

行
う
。
基
本
的
な
要
件
は
4
項

目
で
、①
目
的
、良
好
な
地
域
社

会
の
維
持
及
び
形
成
に
資
す
る

地
域
的
な
活
動
の
実
施
。
②
区

域
、住
民
に
と
っ
て
客
観
的
に
明

ら
か
な
こ
と
。③
構
成
員
、区
域

に
住
所
を
有
す
る
全
て
の
個
人

は
構
成
員
に
な
れ
る
こ
と
。
④

規
約
、自
治
法
に
規
程
す
る
規
約

の
制
定
。

問
村
内
の
認
可
地
縁
団
体

数
と
地
区
は
。

答

 

村
長 

認
可
を
受
け
て
い

る
地
区
は
、塩
島
区
、エ

コ
ー
ラ
ン
ド
区
、堀
之
内
区
、新

田
区
、森
上
区
、飯
森
区
、内
山
区

の
７
地
区
で
、現
在
検
討
中
の
地

区
も
い
く
つ
か
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

問
認
可
地
縁
団
体
の
不
動

産
登
記
の
特
例
の
制
度

内
容
と
対
象
要
件
は
。

答
 

村
長 

認
可
地
縁
団
体
に

所
有
権
の
移
転
登
記
を

行
う
際
、全
て
の
相
続
人
の
確
定

や
承
諾
を
得
る
た
め
に
、多
大
な

労
力
を
費
や
す
な
ど
の
支
障
が

あ
り
、こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て

平
成
27
年
４
月
に
地
方
自
治
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
認
可
地
縁
団
体

が
所
有
す
る
不
動
産
に
つ
い
て

は
、認
可
地
縁
団
体
が
市
町
村
へ

公
告
申
請
し
、市
町
村
は「
公
告

し
た
結
果
異
議
申
出
が
な
か
っ

た
」こ
と
を
証
す
る
こ
と
で
、特

例
に
よ
り
不
動
産
の
移
転
登
記

が
可
能
に
な
っ
た
。

　

一
定
の
要
件
は
４
項
目
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、①
認
可
地
縁
団

体
が
そ
の
不
動
産
を
所
有
し
て

い
る
こ
と
。
②
そ
の
不
動
産
を

10
年
以
上
所
有
の
意
思
を
も
っ

て
平
穏
か
つ
公
然
と
占
有
し
て

い
る
こ
と
。
③
登
記
名
義
人
の

全
て
が
そ
の
認
可
地
縁
団
体
の

登
記
関
係
者
の
構
成
員
又
は
構

成
員
で
あ
っ
た
こ
と
。
④
登
記

関
係
者
の
全
部
又
は
一
部
の
所

在
が
知
れ
な
い
こ
と
。こ
れ
ら
全

て
満
た
し
証
明
す
る
に
足
り
る

資
料
が
あ
る
場
合
に
特
例
申
請

の
対
象
と
な
る
。

答
認
可
地
縁
団
体
へ
所
有
権
移
転

問
行
政
区
の
共
有
地
対
応
は

松本	喜美人

共有地に建つ飯森公民館とお堂の十王堂
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【
子
育
て
支
援
施
設
と
公
園

整
備
】

問
図
書
館
建
設
を
先
送
り

し
子
育
て
支
援
施
設
を

先
行
し
て
整
備
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、複
合
施
設
の
計
画
を
白
紙

に
戻
す
と
い
う
こ
と
か
。持
た
せ

る
機
能
は
。

答
白
紙
に
戻
す
わ
け
で
は

な
い
。こ
れ
ま
で
検
討
し

て
き
た
機
能
を
基
本
と
し
、地
域

子
育
て
支
援
拠
点
と
一
時
預
か

り
保
育
、多
目
的
な
部
屋
や
室
内

型
広
場
な
ど
を
検
討
中
。

問
住
民
説
明
会
で
も
示
し

た
具
体
的
な
公
園
の
整

備
は
。

答
遊
具
付
き
の
公
園
は
保

護
者
か
ら
の
長
年
の
要

望
。予
定
地
と
隣
接
す
る
木
流
公

園
も
含
め
、楽
し
み
に
出
か
け
ら

れ
る
よ
う
な
場
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
。今
年
度
は
子
ど
も
子
育

て
会
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ニ
ー
ズ
の
把
握
も
し
て
い
く
。

問
図
書
館
を
建
て
る
か
建

て
な
い
の
か
、判
断
を
先

送
り
し
て
し
ま
っ
て
は
公
園
整

備
も
含
め
た
土
地
の
有
効
活
用

は
で
き
な
い
の
で
は
。

答
図
書
館
の
建
設
は
併
設

さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、示
し
た
図
は
あ
く
ま
で
も

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

問
住
民
説
明
会
で
配
ら
れ

て
い
る
資
料
で
は
、建
設

予
定
地
の
範
囲
の
中
に
木
流
公

園
ま
で
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、示

さ
れ
た
10
億
円
規
模
の
予
算
の

中
に
木
流
公
園
の
整
備
費
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
ま
ず
は
支
援
ル
ー
ム
の

建
設
に
隣
接
し
た
形
で

遊
具
付
き
の
公
園
を
考
え
て
お

り
、木
流
公
園
ま
で
の
こ
と
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

問
木
流
川
周
辺
も
セ
ッ
ト

で
初
め
か
ら
全
体
的
に

捉
え
て
公
園
の
整
備
を
考
え
て

頂
き
た
い
が
。

答

 

村
長 

公
園
の
整
備
は
公

約
で
も
掲
げ
て
い
る
こ

と
で
、本
当
は
そ
の
よ
う
に
し
た

い
が
図
書
館
の
建
設
を
先
送
り

し
た
の
は
財
政
的
な
理
由
と
い

う
背
景
も
あ
る
の
で
、ま
ず
は
財

源
の
確
保
が
必
要
。

問
子
育
て
支
援
施
設
は
、八

方
池
山
荘
よ
り
も
早
く

建
設
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る

が
、八
方
池
山
荘
で
は
す
ぐ
に
イ

メ
ー
ジ
図
が
示
さ
れ
た
の
に
対

し
て
子
育
て
支
援
施
設
は
ま
だ

わ
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
絵
が
な
い
。早
く
出
し
て
頂

き
た
い
が
。

答
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
く
る

基
本
設
計
は
来
年
度
早

い
う
ち
に
と
考
え
て
い
る
。

問
公
園
整
備
に
は
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
考
え
方
を

取
り
入
れ
て
頂
き
た
い
。イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
公
園
は
、障
が
い
を

も
っ
た
子
ど
も
も
遊
べ
る
デ
ザ

イ
ン
の
遊
具
の
設
置
の
み
で
な

く
、公
園
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。設
計

前
の
意
見
聴
取
だ
け
で
な
く
、建

設
前
、完
成
後
、運
用
開
始
後
、来

ら
れ
な
い
人
た
ち
も
含
め
て
広

く
意
見
を
聞
い
て
い
く
こ
と
で

よ
り
良
い
場
所
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
進
め
方
を
し
て
欲

し
い
が
。

答
子
ど
も
子
育
て
会
議
を

今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
開
催
す
る
の
で
、そ
の
中

で
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問
工
事
中
も
現
子
育
て
支

援
ル
ー
ム
を
使
う
予
定

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、工
事
車

両
は
ど
こ
を
通
る
の
か
。

答
支
援
ル
ー
ム
の
南
側
を

通
る
こ
と
に
な
る
。騒
音

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
現
支
援

ル
ー
ム
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

く
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

問
建
設
予
定
地
が
す
ぐ
横

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、環

境
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。工
事

中
は
別
の
場
所
に
移
動
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
が
。

答
安
全
第
一
は
最
優
先
事

項
。移
動
場
所
の
検
討
も

含
め
て
今
年
度
行
う
。な
る
べ
く

不
便
を
か
け
る
こ
と
は
避
け
た

い
が
、一
時
的
に
園
庭
が
な
く
な

る
な
ど
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
な
る
現
状
は
あ
る
。

答 補助金等の関係で来年度
になる

問基本設計を今年度から
進められないのか

加藤	ソフィー

「みんなが含まれている」ことを表すインクルーシブ。それはつまり、「み
んな」に含まれている人とは誰なのか？を一人ひとりが考えていくこと
でもあります。　写真提供：株式会社コトブキ
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【
子
育
て
支
援
施
設
整
備
と

学
社
融
合
】

問
図
書
館
等
複
合
施
設
は
、

官
民
連
携
へ
の
こ
だ
わ

り
と
財
政
判
断
に
時
間
を
要
し

た
の
ち
の
結
論
と
し
て
、子
育
て

施
設
単
体
先
行
整
備
計
画
と

な
っ
た
。こ
の
計
画
を
担
う
所
管

課
は
。

答
子
育
て
支
援
課
だ
が
、教

育
委
員
会
部
局
と
関
係

各
課
が
協
力
す
る
。

問
総
務
課
→
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
→
子
育
て
支

援
課
と
コ
ロ
コ
ロ
変
え
て
い
い

の
か
。総
合
企
画
力
を
発
揮
す
る

職
員
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
あ
る
い
は
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
組
ん
で
や
る
べ
き
で
は
。

答
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組

む
か
、従
来
か
ら
の
庁
内

横
断
的
協
力
体
制
か
は
検
討
し

た
い
。

問
こ
の
計
画
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
大
切
な
視
点
は
何

か
。答

複
合
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
引
き
継
ぐ
が
、子
ど

も
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
、楽

し
み
に
来
れ
る
場
所
、子
ど
も
の

育
ち
を
見
守
り
皆
が
集
ま
れ
る

場
所
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

問
場
所
と
は
周
り
も
含
め

て
の
こ
と
。施
設
と
い
う

箱
だ
け
を
造
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。公
園
が
特
に
大

事
。全
体
敷
地
と
建
物
と
を
一
体

的
に
捉
え
て
、配
置
計
画
と
造
園

設
計（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
）を
し
て
ほ
し
い
。法
的
許
可

事
項
に
は
ど
の
く
ら
い
時
間
が

必
要
か
。

答
一
番
時
間
が
掛
か
る
の

は
都
市
計
画
法
の
開
発

許
可
で
１
年
半
は
掛
か
る
。そ
の

ほ
か
農
地
法
、景
観
法
、建
築
基

準
法
等
の
手
続
き
を
要
す
る
。

問
法
的
許
可
協
議
に
は
も

ち
ろ
ん
、将
来
図
書
館
棟

を
建
て
る
な
ら
、設
計
事
務
所
を

入
れ
て
の
配
置
計
画
図
、平
面

図
、立
面
図
は
最
低
限
必
要
。い

つ
予
算
化
し
ど
う
進
め
る
つ
も

り
か
。

答
令
和
７
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
、基
本
設
計
と

実
施
設
計
を
並
行
し
て
進
め
る

予
定
。開
発
行
為
や
農
地
転
用
関

係
で
出
来
る
範
囲
の
手
は
付
け

る
。契
約
行
為
は
令
和
７
年
度
と

い
う
こ
と
。今
で
き
る
最
短
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
組
ん
で
い
る
。

問
基
本
設
計
は
今
年
度
予

算
計
上
す
べ
き
。今
ま
で

の
案
は
す
べ
て
素
人
考
え
。設
計

事
務
所
な
ど
ハ
ー
ド
の
プ
ロ
を

入
れ
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
が

必
要
。不
整
形
な
買
収
予
定
地
の

範
囲
で
収
め
よ
う
と
す
れ
ば
失

敗
す
る
。土
地
の
傾
斜
の
克
服
や

車
寄
せ
も
必
要
。旧
保
育
園
敷
地

と
木
流
公
園
敷
地
を
含
め
、大
き

な
敷
地
全
体
を
用
地
と
捉
え
て

計
画
す
べ
き
で
は
。

答
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
。職
員
で
出
来
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
的
な
こ
と
も
含
め
各
課
で

共
有
し
調
整
し
た
い
。

問
工
事
用
仮
設
道
路
に
よ
っ

て
、遊
具
は
全
部
撤
去
さ

れ
、子
育
て
支
援
ル
ー
ム
は
防
護

壁
に
囲
ま
れ
、騒
音

と
埃
で
劣
悪
な
環
境

に
な
る
。ル
ー
ム
を

維
持
し
な
が
ら
の
工

事
は
や
め
た
ほ
う
が

良
い
。ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
老
人
い
こ

い
室
・
婦
人
室
を
工

事
期
間
の
移
転
場
所

に
出
来
な
い
か
。

答
利
用
状
況
を

確
認
し
て
み

た
い
。ほ
か
に
も
学

校
の
空
き
教
室
な
ど

も
含
め
検
討
し
て
み

た
い
。

問
学
社
融
合
は
夢
を
繋
ぐ

た
め
の
方
便
だ
と
思
う

が
、子
育
て
施
設
や
図
書
館
と
学

校
は
密
接
に
関
係
す
る
。あ
り
方

検
討
に
残
さ
れ
た
時
間
は
５
年

程
度
。学
校
施
設
整
備
方
針
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
方
針
は
。

答
学
校
の
あ
り
方
に
は
ま

だ
時
間
を
か
け
た
い
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方

は
い
ず
れ
示
す
。予
算
が
許
さ
れ

る
状
況
に
な
れ
ば
図
書
館
棟
は

建
て
る
。

丸山	勇太郎

答
ア
ド
バ
イ
ス
は
各
課
で
共
有
し
活

か
し
た
い

問
プ
ロ
を
入
れ
て
の
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を

「行きたくなる場所」となる施設と公園の一体的再整備を！



11 白馬議会だより　149号　令和6年7月31日

【
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
】

問
長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
今
、現
状
に
応
じ
た
基
本
認

識
の
も
と
、何
か
し
ら
の
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
と
対
策
は
。

答
高
齢
化
や
人
口
減
少
、区

の
加
入
率
低
下
に
よ
る

行
事
や
作
業
の
負
担
増
、役
員
の

担
い
手
不
足
が
課
題
と
感
じ
る
。

集
落
支
援
員
の
設
置
や
地
区
担

当
職
員
制
度
、地
域
づ
く
り
補
助

金
や
移
住
定
住
施
策
な
ど
、可
能

な
限
り
の
支
援
に
取
り
組
む
が
、

地
区
の
皆
様
に
よ
る
主
体
的
な

課
題
解
決
の
取
り
組
み
も
併
せ

て
お
願
い
し
た
い
。

問
「
持
続
可
能
な
白
馬
」を

め
ざ
す
上
で
は
人
は
重

要
で
あ
り
、地
域
活
動
と
い
う
点

で
も
問
題
が
あ
る
。人
が
減
っ
て

い
く
傾
向
の
中
、「
住
み
や
す
い
、

暮
ら
し
や
す
い
村
」を
め
ざ
す
こ

と
が
重
要
と
な
る
が
、現
状
の
課

題
と
対
策
は
。

答
現
状
、住
ま
い
の
問
題
が

最
大
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。家
賃
の
高
騰
や
賃
貸
、

販
売
物
件
の
不
足
等
に
よ
り
、移

住
し
た
く
て
も
で
き
な
い
方
や

村
外
に
転
出
さ
れ
て
し
ま
う
方

が
多
く
い
る
現
状
は
何
と
か
手

を
打
ち
た
い
と
考
え
、担
当
課
へ

は
最
優
先
の
取
り
組
み
と
指
示

し
て
い
る
。

問
住
み
や
す
い
村
を
め
ざ

す
上
で
は
公
共
交
通
は

重
要
で
あ
る
。4
月
か
ら
の
お
試

し
期
間
で
見
え
て
き
た
課
題
と

そ
の
対
策
は
。

答
２
ヶ
月
間
の
運
行
で
見

え
て
き
た
課
題
は
大
き

く
3
点
あ
り
、1
点
目
は
乗
車
希

望
時
間
の
す
べ
て
に
対
応
で
き

な
い
と
い
う
点
で
、対
策
と
し
て

は
運
行
車
両
を
3
台
に
増
や
し
、

希
望
時
間
の
配
車
を
可
能
に
し
、

利
便
性
の
向
上
に
対
応
す
る
。

　

2
点
目
は
高
齢
者
の
ア
プ
リ

予
約
に
つ
い
て
で
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
日
常
利
用
し
て
い
な

い
方
や
所
有
し
て
い
て
も
ア
プ

リ
予
約
が
困
難
と
い
う
点
で
、対

応
と
し
て
は
社
協
で
の
電
話
予

約
の
受
付
で
の
丁
寧
な
説
明
と

地
区
集
会
で
の
説
明
を
行
い
、利

用
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

3
点
目
は
乗
降
場
所
に
つ
い

て
で
、利
用
者
や
地
区
か
ら
の
要

望
に
応
え
て
、乗
降
場
所
の
改
善

を
行
っ
た
。日
常
生
活
の
移
動
手

段
の
確
保
は
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、利
用
者
の
希
望
に

は
可
能
な
限
り
応
え
て
い
く
。

問
図
書
館
施
設
は
先
送
り

と
な
っ
た
が
、村
民
が
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
空

間
と
し
て
文
化
施
設
は
重
要
で

あ
る
。改
め
て
村
民
が
集
え
る
場

所
と
し
て
の
将
来
的
な
考
え
は
。

答
先
行
し
て
整
備
す
る
子

育
て
支
援
施
設
に
隣
接

す
る
な
ど
、よ
り
複
合
施
設
に
近

い
形
で
整
備
す
る
方
針
と
し
た
。

図
書
館
は
、学
習
の
機
会
、情
報

を
提
供
す
る
生
涯
学
習
の
拠
点

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、多
目
的
に

使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、希
望
の
多
か
っ
た
機

能
も
参
考
に
し
、村
民
が
希
望
す

る
施
設
に
な
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

答 重要でありながら多くの
課題がある

問本村の地域コミュニ
ティの現状は

丸山	和之

今年の塩の道祭りの風景。
地域コミュニティの充実は、地域のアイデンティティでもあるお祭りや行事、文化の充実に
つながる。
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【
公
共
交
通
ふ
れ
Ａ
Ｉ
号
の

テ
ス
ト
運
行
】

問
４
月
、５
月
の
乗
車
人
数

は
。ま
た
昨
年
の
健
康
福

祉
課
所
管
の
ふ
れ
愛
号
の
乗
車

人
数
と
の
比
較
は
。

答
4
月
の
乗
車
人
数
は
昨

年
5
8
1
人
が
今
年
は

1
︐0
2
5 

人
。5
月
は
5
4
7

人
が
1
︐2
6
6
人
。２ 

カ
月
合

計
の
1
日
平
均
で
9.4
人
増
加
。

問
買
い
物
袋
を
提
げ
て
坂

道
を
歩
く
の
は
大
変
、前

の
ふ
れ
愛
号
が
良
か
っ
た
と
の

声
が
あ
る
が
。

答
以
前
の
よ
う
に「
自
宅
ま

で
」と
い
う
要
望
に
つ
い

て
は
、乗
降
場
所
を
追
加
し
、さ

ら
に
降
雪
期
前
ま
で
に
再
追
加

を
考
え
て
い
る
。ふ
れ
Ａ
Ｉ
号
は

公
共
交
通
機
関
と
い
う
定
義
上
、

お
手
伝
い
な
し
で
乗
降
が
で
き

な
け
れ
ば
利
用
が
難
し
い
と
認

識
。乗
降
に
お
手
伝
い
が
必
要
な

方
は
福
祉
有
償
運
送
の
利
用
で
、

交
通
利
用
者
全
体
の
移
動
手
段

の
確
保
を
し
な
け
れ
ば
と
感
じ

て
い
る
。

問
福
祉
有
償
運
送
は
車
い

す
利
用
者
等
の
、対
応
と

考
え
て
い
た
が
、前
の
ふ
れ
愛
号

利
用
者
も
福
祉
有
償
運
送
で
対

応
で
き
る
か
。３
台
の
内
１
台
を
、

前
の
ふ
れ
愛
号
利
用
者
専
用
に

し
て
は
。

答
ふ
れ
愛
号
利
用
者
に
は

配
慮
し
た
が
、新
し
い
Ａ

Ｉ
号
に
不
安
の
あ
る
方
も「
福
祉

有
償
輸
送
」制
度
の
利
用
条
件
を

見
直
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い

る
が
、ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

答

問 全事業掲載の予算
説明書を全戸配布
すべき
「ざっくりわかる
白馬村の予算」を
作成

【
村
づ
く
り
と
予
算
の
中
身

及
び
事
業
の
説
明
】

問
ニ
セ
コ
町
の
予
算
説
明

書
は
24
年
度
に
町
が
行

な
う
全
て
の
仕
事
３
２
０
事
業

に
つ
い
て
、目
的
、説
明
、財
源
仕

分
け
、財
政
解
説
ま
で
記
載
し
事

業
費
1
2
3
万
円（
1
世
帯

４
８
７
円
）で
５
月
に
全
世
帯
へ

配
布
。あ
い
さ
つ
に
は
、「
こ
の
予

算
説
明
書
は
、町
民
の
皆
さ
ん
に

そ
の
年
度
の
当
初
に
定
め
た
予

算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、町
政

へ
の
ご
理
解
と
と
も
に
町
の
説

明
責
任
を
全
う
す
る
手
立
て
の

一
つ
と
し
て
作
成
」と
目
的
を
述

べ
て
い
る
。白
馬
村
も
対
応
可
能

で
は
な
い
か
。村
は
予
算
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る

か
。答

 

村
長  

説
明
責
任
に
関
し

て
は
３
月
、９
月
議
会
で

法
令
、条
例
に
の
っ
と
っ
た
説
明

責
任
は
果
た
し
て
い
る
。住
民
の

代
表
の
議
員
の
皆
様
が
出
席
し

て
い
る
中
で
行
わ
れ
、透
明
性
も

確
保
さ
れ
て
い
る
。

 

総
務
課
長  

村
の
解
説
書「
ざ
っ

く
り
さ
ん
」は
、66
事
業
を
掲
載
、

34
ペ
ー
ジ
。そ
の
ほ
か
に「
予
算

の
概
要
」が
30
ペ
ー
ジ
。合
計
64

ペ
ー
ジ
が
、H
P
に
掲
示
。全
戸

配
布
が
よ
い
か
、全
事
業
載
せ
る

か
は
、内
部
で
検
討
す
る
。

加藤	亮輔

答
乗
降
場
所
の
追
加
や
福
祉
有
償
輸

送
の
活
用
も

問
前
の
ふ
れ
愛
号
が
良
か
っ
た

と
の
声
が
あ
る
が

ニセコ町の「もっと知りたい、ことしの仕事２０２４」は１９４ページの冊子で３０年前か
ら発行を続けています。今年の予算の考え方をはじめ、今年行うすべての事業内容が掲載
され、非常に分かり易い予算説明書です。
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【
立
地
適
正
化
計
画
】

問
立
地
適
正
化
計
画
に
基

づ
い
て
、ど
の
よ
う
な
施

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
本
村
の
特
性
や
課
題
に

応
じ
、大
き
く
４
つ
の
視

点
に
基
づ
い
て
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。ま
ず
商
業
施
設
、医
療

施
設
、公
共
施
設
な
ど
の
都
市
機

能
を
集
中
的
に
配
置
す
る
、都
市

機
能
誘
導
区
域
の
設
定
、住
居
を

集
中
的
に
配
置
す
る
区
域
を
設

定
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
が
生
活
し
や
す
い
環
境

を
整
え
水
道
、電
気
、ガ
ス
な
ど

の
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
優
先

的
に
整
備
し
、生
活
環
境
向
上
を

目
指
す
居
住
誘
導
区
域
の
設
定
。

３
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、

４
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
。い

ず
れ
も
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
い
な
が
ら
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
さ
れ
、持
続
可
能
で
住
み
や
す

い
村
を
目
指
す
。

問
計
画
が
進
む
中
で
、住
民

生
活
へ
の
影
響
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
中
長
期
的
に
は
、少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
に
よ

り
将
来
的
に
都
市
機
能
と
居
住

集
約
化
に
よ
り
、他
地
域
か
ら
生

活
関
連
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
悪
化
。イ
ン
フ
ラ
整
備
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
集
中
に
よ
る
地
域

間
格
差
の
広
が
り
に
対
す
る
懸

念
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。全
国
で
毎

年
の
よ
う
に
起
こ
る
豪
雨
や
地

震
災
害
等
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、イ
ン
フ
ラ
を
直
し
続
け
る

予
算
や
人
員
・
体
力
に
は
不
安
を

感
じ
る
。ま
ず
は
計
画
上
の
着
地

点
と
そ
れ
に
伴
い
想
定
さ
れ
る

影
響
を
全
住
民
が
共
有
し
、意
識

の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・
プ

ラ
ス・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

実
現
す
る
た
め
に
、優
先
的
に
開

発・整
備
を
進
め
る
地
域
の
選
定

基
準
と
そ
の
理
由
は
。

答
誘
導
施
設
と
、別
施
設
を

分
け
る
必
要
が
あ
り
、都

市
機
能
施
設
に
つ
い
て
は
、土
砂

災
害
や
浸
水
想
定
区
域
の
ハ
ザ
ー

ド
エ
リ
ア
を
避
け
、か
つ
Ｊ
Ｒ
の

各
駅
か
ら
お
お
む
ね
８
０
０
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
内
で
、農
業
振
興
地

域
な
ど
の
規
制
的
土
地
利
用
を

避
け
た
エ
リ
ア
を
誘
導
区
域
と

し
て
設
定
。ま
た
優
先
選
定
基
準

は
設
定
し
て
い
な
い
。

問
白
馬
駅
南
側
で
の
民
間

事
業
者
に
よ
る
開
発
に

は
都
市
機
能
誘
導
の
施
策
は

あ
っ
た
の
か
。ま
た
白
馬
駅
に
隣

接
す
る
構
内
に
、村
に
関
係
す
る

土
地
も
あ
る
が
、購
入
希
望
等
の

話
は
あ
っ
た
の
か
。

答
J
R
駅
を
中
心
と
し
た

都
市
機
能
誘
導
区
域
に

は
、現
段
階
で
は
民
間
事
業
者
を

誘
導
す
る
施
策
は
行
な
っ
て
い

な
い
。ま
た
白
馬
駅
敷
地
内
、南

東
側
に
あ
る
村
有
地
の
、デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
か
ら
の
有
償
譲
渡
の

要
望
等
は
な
い
。

問
農
政
課
の
目
標
地
図
作

成
に
あ
た
り
、農
振
の
総

合
見
直
し
に
入
っ
た
が
誘
導
施

策
の
展
開
や
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を

防
ぐ
等
の
考
え
か
ら
、農
地
を
計

画
的
に
宅
地
化
し
て
い
く
考
え

や
、区
画
を
居
住
誘
導
区
域
に
指

定
し
、移
住
・
定
住
施
策
と
い
う

計
画
等
の
考
え
は
。

答
農
業
者
の
減
少
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
優
良

農
地
選
別
作
業
で
は
あ
る
が
、農

振
か
ら
外
れ
た
と
し
て
も
、農
地

に
変
わ
り
は
な
い
。し
か
し
農
地

転
用
は
可
能
と
な
る
の
で
、結
果

的
に
宅
地
化
さ
れ
て
い
く
よ
う

な
可
能
性
は
あ
る
。イ
ン
フ
ラ
整

備
等
を
含
め
て
、居
住
誘
導
区
域

に
指
定
す
る
か
は
総
合
的
な
判

断
が
必
要
と
考
え
る
。

答 実務的には、極力広い範囲
を設定できた

問居住誘導区域面積を
217haとした評価は

切久保	達也

白馬駅南側、既に取り壊され更地になっている部分もある。都市サー
ビスの中枢に位置する場所、村でも情報をキャッチし、駅周辺の発
展に間違いがないようにコントロールを希望する。
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【
黒
豆
沢
災
害
復
旧
状
況
】

問
被
害
農
地
の
状
況
は
。

答
被
害
農
地
面
積
は
、耕
作

者
4
名
で
、
4
︐8
5
7

㎡
。農
業
用
施
設
災
害
は
、平
川

か
ん
が
い
排
水
み
そ
ら
野
区
上

部
の
復
旧
延
長
2
1
9
ｍ
を
含

め
、合
計
で
6
0
0
ｍ
。２
つ
の

工
区
の
堆
積
土
砂
の
排
土
が
合

計
で
3
︐0
0
0
㎥
。5
月
8
日

に
か
ん
が
い
排
水
を
通
水
し
た
。

問
作
付
け
に
間
に
合
わ
な

い
4
名
へ
の
保
証
は
。

答
白
馬
村
農
業
再
生
協
議

会
か
ら
の
支
援
を
考
え

て
い
る
。

問
姫
川
砂
防
工
事
事
務
所

が
進
め
て
い
る
ア
ン
カ
ー

ネ
ッ
ト
工
事
等
の
状
況
は
。

答
災
害
現
場
の
安
全
確
保

の
応
急
対
策
工
事
で
既

に
完
了
し
て
お
り
、今
後
は
恒
久

対
策
工
事
と
し
て
堆
積
工
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。現
地
は

県
が
行
う
砂
防
工
事
の
ほ
か
、村

は
宅
地
排
土
事
業
も
行
っ
て
い

て
、円
滑
か
つ
安
全
に
連
携
し
て

進
め
て
い
る
。

答

問 農業振興地域内
農用地の見直しの
課題は
村として守るべき
優良農地を選別し
たい

【
目
標
地
図
を
含
む
地
域
計

画
】問

策
定
義
務
は
令
和
7
年

3
月
ま
で
だ
が
、策
定
に

あ
た
り
課
題
は

答
１
点
目
は
、制
度
へ
の
浸

透
で
あ
り
、国
県
も
研
修

会
や
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

村
で
も「
広
報
は
く
ば
」で
の
周

知
や
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、会

議
概
要
、資
料
、ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
等
を
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。２

点
目
は
、農
業
関
係
者
に
よ
る
懇

談
会
へ
の
参
加
。6
月
下
旬
か
ら

地
域
ご
と
の
懇
談
会
を
予
定
し

て
い
る
が
、実
効
性
の
あ
る
計
画

策
定
の
た
め
に
は
、核
と
な
る
認

定
農
業
者
に
一
人
で
も
多
く
参

加
し
て
い
た
だ
く
事
が
大
事
。３

点
目
は
、農
業
の
働
き
手
の
減
少

に
伴
う
優
良
農
地
確
保
。

　

基
幹
的
農
業
従
事
者
人
口

は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
等
で

減
少
傾
向
に
あ
る
。
令
和
17
年

（
2
0
3
5
年
）に
は
本
村
の
基

幹
的
農
業
従
事
者
は
65
人
と
の

推
計
も
あ
る
。こ
の
た
め
、10
年

後
の
耕
作
可
能
か
否
か
の
農
地

を
選
別
し
計
画
策
定
に
反
映
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

問
優
良
農
地
か
否
か
の
選

別
は
。

答
農
振
地
域
で
今
後
も
残

し
て
い
く
べ
き
農
地
か
、

農
振
地
域
で
は
な
い
が
、今
後
編

入
し
た
方
が
良
い
農
地
か
、更
に

今
後
除
外
し
た
方
が
良
い
農
地

か
。こ
れ
ら
を
勘
案
し
、村
で
素

案
を
作
成
し
て
農
業
委
員
会
に

諮
り
、県
に
申
請
し
許
可
を
得
る

こ
と
が
見
直
し
作
業
の
流
れ
と

な
る
。

問
今
後
除
外
し
た
方
が
良

い
と
思
わ
れ
る
面
積
は
。

答
状
況
把
握
と
農
地
の
選

別
を
し
て
い
る
最
中
。除

外
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る

面
積
が
あ
る
一
方
で
、編
入
し
た

方
が
良
い
と
考
え
る
面
積
も
一

定
規
模
或
る
も
の
と
考
え
る
。

現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

太谷	修助

答
危
険
箇
所
に
伸
縮
計
を
設
置
し
県

と
情
報
共
有

問
崩
落
箇
所
上
部
の
リ
フ
ト

支
柱
へ
の
影
響
は

黒豆沢土砂崩落現場では、梅雨の晴れ間に着々と工事が行われている。
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【
文
化
財
の
保
存
・
活
用
】

問
歴
史
や
生
活
文
化
に
関

す
る
資
源
の
観
光
活
用

の
取
組
状
況
は
。

答
塩
の
道
、親
海
湿
原
、落

倉
自
然
園
等
は
、地
区
へ

の
委
託
料
を
支
払
い
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。国
指
定
の
重
要

文
化
財
で
あ
る
三
日
市
場
の
神

明
社
は
、建
立
の
経
緯
等
を
詳
し

く
知
る
村
民
は
多
く
は
な
い
し
、

観
光
へ
の
活
用
が
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
。
文
化
財
を
守

り
、後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め

に
は
、そ
の
価
値
を
分
り
や
す
く

伝
え
、文
化
財
の
価
値
を
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、先
ず
は
、

村
民
へ
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
資

源
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
進

め
、観
光
活
用
に
繋
げ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
指
定
・
未
指
定
文
化
財
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
。

答
民
俗
資
料
館
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
。ほ
ぼ

写
真
は
撮
り
終
え
た
の
で
、公
開

を
ど
う
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て

い
る
。す
べ
て
文
化
財
指
定
を
し

て
い
な
い
の
で
、デ
ー
タ
と
し
て

残
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。古
文

書
に
つ
い
て
は
、神
城
断
層
地
震

時
に
見
つ
か
っ
た
東
山
の
文
化
を

残
す
資
料
が
多
く
あ
り
、貴
重
な

資
料
に
な
り
え
る
と
思
う
。今
後

ど
う
す
る
か
は
、文
化
財
審
議
委

員
会
等
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
青
鬼
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
保
存
と
活

用
の
今
後
の
計
画
は
。

答
平
成
12
年
12
月
に
策
定

さ
れ
た「
青
鬼
集
落
保
存

計
画
」を
、今
年
度「
保
存
活
用
計

画
」と
し
て
見
直
し
を
す
る
た
め

の
作
業
を
進
め
、こ
の
見
直
し
の

中
で
地
域
の
方
々
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、多
く

の
魅
力
を
持
つ
青
鬼
集
落
の
活

用
と
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り

を
進
め
て
行
く
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館
・
復
元

古
民
家
の
有
効
活
用
の

状
況
は
。

答
復
元
古
民
家
に
つ
い
て

は
、７
月
か
ら
８
月
に
開

催
し
て
い
る
自
然
体
験
村
の
期

間
中
に
、
絵
手
紙
、
染
物
等
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、ヨ

ガ
の
会
場
と
し
て
も
県
内
外
の

方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。ま

た
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏

の
シ
ー
ズ
ン
に
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
森
に
訪
れ
た
方
に
古
民
家

を
休
憩
所
と
し
て
も
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
が
、有
効
活
用
を

も
っ
と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を

進
め
る
た
め
の
庁
内
連

携
は
。

答
文
化
財
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
こ
と
は
、保
存
し
、

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
。

全
庁
で
そ
の
価
値
を
し
っ
か
り

と
共
有
し
、保
存
す
る
意
識
の
共

有
が
重
要
に
な
る
。ま
た
、活
用

に
関
し
て
は
、地
域
の
歴
史
や
文

化
、自
然
に
関
し
て
の
教
育
機
会

の
創
出
、魅
力
を
積
極
的
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
で

の
観
光
振
興
な
ど

を
進
め
る
考
え
。来

年
度
策
定
予
定
の

観
光
地
経
営
計
画

に
は
、そ
う
し
た
観

点
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
盛
り
込
ん
で

策
定
し
て
い
き
た

い
。問

本
村
に
お

け
る
文
化

財
保
存
活
用
地
域

計
画
※
作
成
の
見
通

し
は
。

答
ま
ず
は
青

鬼
地
区
保

存
活
用
計
画
の
策

定
を
行
い
、そ
の
中

で
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
際

に
、教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
検

討
し
た
い
。

※�

未
指
定
を
含
め
た
有
形
・
無
形
の
文
化

財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、文

化
財
の
継
承
の
担
い
手
を
確
保
し
、地

域
社
会
総
が
か
り
で
文
化
財
に
取
り

組
ん
で
い
く
体
制
づ
く
り
整
備
の
た

め
の
計
画
。

答 先ずは青鬼地区保存活用
計画の策定を行う

問文化財保存活用地域計
画作成の見通しは

増井	春美

白馬村の無形文化財である火
揉みの神事は、青鬼神社の祭典
時、９月２０日の夜、年番の家
で行われてきました。

（現在はお膳鬼の館で行われて
います）
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【
白
馬
村
の
経
済
動
向
と
村

づ
く
り
の
展
望
】

問
白
馬
駅
前
の
再
開
発
は
。

答
開
発
事
業
者
と
は
挨
拶

程
度
の
や
り
取
り
の
み

で
、開
発
調
整
条
例
や
景
観
計
画

等
の
規
則
を
遵
守
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
前
提
と
伝
え
て
あ
る
。

条
例
や
計
画
に
そ
ぐ
わ
な
い
場

合
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、街
の
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
事
業
者
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。

問
宿
泊
施
設
の
運
営
委
託

は
。

答
後
継
者
が
い
な
い
な
ど

事
業
承
継
の
難
し
さ
は

大
き
な
課
題
。基
本
的
に
は
各
事

業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
よ

る
が
、所
有
と
経
営
の
分
離
に
よ

る
事
業
承
継
さ
れ
た
業
者
へ
は
、

地
域
の
価
値
を
反
映
し
た
勉
強

会
の
開
催
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

問
民
宿
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
に

変
わ
る
シ
ャ
レ
ー
事
業

（
貸
別
荘
）は
。

答
新
た
な
宿
泊
ス
タ
イ
ル

は
、高
単
価
・
高
収
益
と

い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
顧
客

ニ
ー
ズ
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

無
人
の
フ
ロ
ン
ト
や
食
事
の
提

供
し
な
い
こ
と
か
ら
、夕
食
難
民

や
タ
ク
シ
ー
の
不
足
、ト
ラ
ブ
ル

や
災
害
時
の
対
応
が
課
題
。
マ

ナ
ー
条
例
や
防
災
ア
プ
リ
な
ど

の
強
化
が
必
要
。

答

問 高齢者福祉計画の
基本理念は

つながる　
支え合う　
豊かなむらづくり

【
高
齢
者
福
祉
計
画
】

問
目
標
を
住
民
に
広
く
理

解
と
協
力
を
求
め
る
方

法
は
。

答
シ
ニ
ア
ガ
イ
ド
等
、あ
ら

ゆ
る
機
会
と
広
報
媒
体

を
積
極
的
に
活
用
し
理
解
を
求

め
る
。ユ
ー
テ
レ
で
は「
ふ
く
し

ガ
イ
ド　

ア
ッ
ト　

は
く
ば
」を

広
報
番
組
と
し
て
製
作
し
放
映

中
。問

長
寿
社
会
に
な
れ
ば
認

知
症
も
増
え
る
。そ
の
予

防
対
策
は
。

答
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
が
重
要
。運
動
習

慣
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、

社
会
活
動
や
人
と
の
交
流
な
ど

が
認
知
機
能
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
る
。ま
た
、軽
度
認
知
障
害

で
あ
れ
ば
、物
忘
れ
外
来
や
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

早
期
受
診
し
、介
護
予
防
事
業
へ

の
参
加
等
、意
識
的
に
低
下
予
防

に
取
組
む
事
が
大
切
。

問
3
年
ご
と
に
見
直
し
の

介
護
保
険
料
は
平
均
で

5
︐8
0
0
円
と
据
え
置
か
れ
た

が
、今
後
の
見
通
し
は
。

答
要
介
護
認
定
者
数
は
団

塊
世
代
が
90
歳
に
到
達

す
る
ま
で
の
間
は
微
増
を
予
測
。

給
付
準
備
金
を
段
階
的
に
活
用

し
、急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
健
全
運
営
に
努
め
る
。

問
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
、介
護
の
担
い
手
や
予

算
の
確
保
は
。

答
今
年
度
よ
り
介
護
報
酬

が
見
直
さ
れ
処
遇
改
善

し
た
。生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
業

員
養
成
研
修
の
実
施
な
ど
担
い

手
育
成
に
努
め
て
い
る
。介
護
保

険
料
の
活
用
し
た
支
援
事
業
や

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
の
受

託
事
業
、補
助
金
、地
方
消
費
税

交
付
金
の
活
用
な
ど
財
源
に
充

て
事
業
を
お
こ
な
う
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
と
推
進
は
。

答
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、地
域
全
体
で
高
齢
者

を
支
え
る
た
め
、保
険
・
医
療
・
福

祉
の
関
係
者
、地
域
住
民
や
各
種

団
体
が
連
携
し
、一
体
化
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
地
域
ケ
ア
会
議
の

定
例
開
催
と
住
民
相
互
が
支
え

合
う
環
境
整
備
と
仕
組
づ
く
り

を
行
な
う
。

津滝	俊幸

答
お
も
て
な
し
の
精
神
こ
そ
価
値
あ

る
も
の

問
地
域
の
価
値
と
は

白馬駅前　民間による再開発　どんな建物ができるのか？
村民は誰も知らない！

福祉サービス相談窓口

高齢者福祉計画
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新たな財源確保調査検討特別委員会

新たな財源確保に関する
提言書を村長に提出

観光立村白馬村は、その観光に頼るがゆえの宿命と特殊事情を背負っています。

その最も顕著な点は行政需要の大きさであり、一例として基幹的インフラである上下水道設備は、観光ピーク

時数万人の水需要を満たすものでなければならず、冬季にフル出動した場合の除雪費用は、１回の除雪で４００万

とも５００万とも言われています。また、オリンピック会場地として施設整備のため多額の起債を起こし、今もって

地元負担金を出してまで引き受けなければならない各種スキー大会、そのオリンピックが残した施設の維持管理

費は年間数千万円に及びます。

本村観光の大半を占める宿泊業は、損益分岐点の高い業種と言われており、定期的な設備投資や更新を強い

られるのと同様、観光立村の本村もまた、延長200㎞の配水管や浄水施設などは、次々と耐用年数を迎えていて

更新を迫られています。宿泊施設数の多さとそれが村内全域にまんべんなく広がっていることから、除雪費用ば

かりでなく村道や橋梁の維持管理費もまた莫大で、これはコンパクトな街並みで観光を生業とする小布施町や野

沢温泉村などとは大きく違う点です。

一方で、約１千軒あると言われる宿泊施設の稼働率は全国最低水準であり、未だ冬季に偏ったものとなっていて、

宿泊客が全くない時期も多く、それゆえ滞納繰越分を含めたところの村税徴収率は低いままです。

そのなかでジャパウと称される雪質と、オーストラリアや東南アジア圏からの距離的割安感、円安、日本国の規

制の緩さから、近年外国資本による不動産買収が盛んに行われ、村内の外国資本宿泊施設は、今や相当数になっ

ており、観光客もまた冬季は外国人観光客に入れ替わりました。

この宿命と特殊事情ゆえ、本村は同規模自治体の予算規模とは比べものにならない予算を組まなければならず、

令和６年度予算６７億６百万円は、ほぼ同じ人口規模の松川村より２０億円以上多く、予算書の中身を見ても直接・

間接の観光関連予算は莫大なものになっている一方で、小学校の校舎は老朽化し、待望の新図書館も建設の目

途が立たず。教育や福祉、子育てへの村民要望は多岐にわたりながら、それに十分応えること叶わず。これまた近

隣自治体に後れをとるものとなっています。

結局のところ、いくら固定資産税だけが多少なり多く入ってきても、交付税に頼った観光立村の自治体では、行

政需要の大きさから財政は厳しく、平たく言えば貧乏だということです。加えて広い面積に複数のスキー場があり、

町村単位ではおそらく日本一多い宿泊施設数、村営の山小屋も特殊であり、オリンピックの遺産を含め、財政の厳

しさに拍車をかける本村固有の事情が複数あることは理解する必要があります。

　昨年9月に本特別委員会を設置し8回の委員会と、

全員協議会などを経て、提言書を作成しました。本村

の重要課題の1つで、宿泊事業者等の観光事業者に大

きな影響が出る事項なので、全文を掲載いたします。

←次ページへ
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そのなかで5年前に観光振興のための

財源確保策の検討がなされ、コロナ禍を

経て丸山村長が誕生し、村長は、財源確

保の検討を村長選の公約どおり再開しま

した。再開に当たり行政は、財源の使途

を観光地経営会議に、財源の種類と制度

検討を、改めて設置した財源確保検討委

員会に諮問し、いずれからも提言書ある

いは報告書という形での答申を得た段階

となっています。しかし、特に前者の提言

書において、肝心の使途の中身に具体性

はなく、仕組みにおいてもとかく批判も

ある観光局に重要な役割を担わせるなら

ば、観光局という組織の見直しも改めて必要になるものと考えるところです。

我々議会は行政の動きに合わせ、昨年９月、議会内に「新たな財源確保調査検討特別委員会」を設置し、情報収

集とそれに基づく話し合いを重ねていましたが、県が宿泊税の導入に向けた検討を積極的に進めてきたことにより、

先の報告書においても、本村における財源確保策の主力は、法定外目的税である「宿泊税」となりました。宿泊税は、

既に宿泊客の多い大都市を中心に導入されていますが、近年は規模の小さい自治体でも導入あるいは導入検討

がなされていて、外国人スキー・スノーボーダーのディストネーションエリアの先駆けである北海道倶知安町が導

入済み。ニセコ町で導入予定。県下でも阿智村が導入予定。野沢温泉村、山ノ内町、軽井沢町と松本市が検討を

始めています。そして何より観光立県である長野県が、導入に向け鋭意検討しているところです。

県が導入した場合、当然に本村の宿泊事業者はおしなべて特別徴収義務者となるものであり、そうなれば県税

からの配分だけに頼るだけでは心もとなく、いわゆる２階建て方式で、納税者の負担は変わらない中にあっては、

村が優先的に税を頂戴することは合理性があり、本村の特殊事情と財政の厳しさに鑑みて、白馬村議会としては、

宿泊税導入には基本的に賛成する立場をとります。

しかしながら、前述した特殊性を踏まえるならば、多くの宿泊事業者にしっかり新税導入の事情を説明し、理解・

コンセンサスを頂く努力がまず必要であり、外国人施設の正確な実態把握は必須で、これを怠って永きにわたり本

村に住まいし真面目に納税しながら営業する事業者、いわゆる取りやすいところだけから頂くことなどあってはな

らず、また徴収義務者となる宿泊事業者の負担軽減策として、何らかＤＸを駆使したシステムを構築し、徴収・納税

の負担を減らすこともまた肝要です。

行政は、その努力なしに宿泊税を導入することは出来ないものであり、我々も、それがなされないままに関係議

案が上程されても可決は出来ないことになります。初めての税を導入するためには、これまでにない丁寧な対話と

広報が必要です。その他の財源確保の模索は大いに結構であり、並行して鋭意検討を進めてください。

以上から「白馬のみらい観光税」と称するいわゆる宿泊税の導入と、その他財源の検討や行政の在り方に対して、

白馬村議会として次の事項を提言します。

新たな財源確保調査検討特別委員会

6月14日定例会最終日に村長に手渡した。

←次ページへ
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マチを好きになるアプリ
85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！
　 gikai@vill.hakuba.lg.jp

新たな財源確保調査検討特別委員会

１.宿泊税導入に関する提言
①�特別徴収義務者になる宿泊事業者（外国人経営者を含む）に、検討過程中からでも丁寧な説明や意見

交換を行ってください。

②�行政ホームページ内に特設ページを開設し、検討スケジュール、資料、議事録等逐次掲載してください。

③�使途は、観光地経営会議での提言では具体性に欠けています。いま一度、具体的な使途を提示してく

ださい。

④�外国人・外国籍企業等の所有・経営する施設はもとより、村内すべての宿泊施設の実態把握は必須です。

課税データ、保健所のデータに加え、地区への聞き取り、さらに足で調査し、正確な実態を把握して議

会にも示してください。

⑤�特別徴収義務者の負担軽減のため、DXを駆使したシステムを構築してください。

⑥�税金で徴収された原資の基金事業計画・予算の配当・基金事業の実施状況管理を、白馬村観光局が行

うという案には違和感があり、資金管理は行政が担当すべきです。

　

２.その他の財源確保策及び行政の在り方への提言
①�宿泊税以外の財源検討を引き続き行い、先の検討委員会に出ているものを含め、可能性のあるもの

は複数考えられます。都市計画税なども今後の村内地区開発を考えると議論の余地があります。

②�ふるさと納税の拡充と、宿泊者以外の日帰り観光客からも徴収できるシステムを検討してください。

③�予算説明文言どおり「前例踏襲なき経費削減」に本気で取り組んでください。それは予算編成期だけ

ではなく、執行段階から職員一人ひとりが意識していることが大事です。全職員に指示してください。

④�国土調査事業の課税反映は、議会に約束したとおり令和９年度課税に向けて、地区へ出向いての説明

会の開催スケジュールを立て、ロードマップを作成して確実に実行してください。

⑤�財政の厳しさを職員で共有してください。分かっていない職員も多いと感じられます。また、村民向け

に説明する機会も作ってください。

⑥�この機会に観光局の組織見直しを改めて行ってください。

⑦�宿泊税を含めた検討状況については、定例会毎に全員協議会で経過説明をしてください。

⑧�宿泊税導入と同時に、入湯税の扱いについても見直しをしてください。

以上
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白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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個性磨き中 インバウンドバブルのジレンマ 白馬は遠くない！

実家の宿（ホテル五龍館）を継ぐこ
とを決めて、白馬村に戻り早２年が
経ちました。決意はあっても、何か成
し遂げたい野望があったわけではな
いので、まずは現状を知ることから
始め、紙台帳をデータ化するなどの
身近な改善から行ってきました。
改善もある程度達成されると、次
に何をどこまでやればいいのか？な
どの疑問にぶつかり、現在ブランディ
ングという考え方をもとにこれから
の方針をまとめています。85年以上
続く五龍舘ですが、これからに向け
てやっとスタートラインに立てそう
な気持ちです。
白馬村にある宿として変わらない
もの、時代と共にアップデートして
いくもの、それらを掛け合せてでき
る自分たちの価値を再認識して、磨
いていく。まだまだここから、がんば
ります！

「白馬村の観光はいったいどうなっ
ていくのだろうか？」
この問いは村民の多くが潜在的な
不安感とともに心中に抱えています。
インバウンド需要に追従するよう
に、村内で散見する再開発の波、高価
格帯の飲食店・富裕層向けの宿泊施
設の乱立とオーバーツーリズム。
殊に冬シーズンにおいては、日本
人観光客の宿泊先がインバウンド景
気に押し出される格好で低減し、他
所のリゾートに流れ始めている現状
を鑑みるに、白馬村の観光の根本と
なるべき日本人観光客の「保護」が喫
緊の課題になっていると考えます。
導入が見込まれる宿泊税や白馬山
麓エリアでのリフト券価格帯を、日
本人観光客と外国人観光客で差別化
するなど、一歩踏み込んだ早期の対
策が、インバウンド景気によって白
馬村がスポイルされ切ってしまう前
に必要とされているのではないでしょ
うか。

15年間東京に住み、スノーボード
関係の仕事をしてくる中で、白馬で
は経験できない長時間の移動をして、
スノーボードに出かけるという経験
をした時に、ウィンタースポーツは
行って帰ってくるとヘトヘトで時間
も夜中だけど、また1週間頑張ろう！
という活力になる趣味でなければい
けないと感じました。
この度、自分のスノーボードショッ
プをオープンしたのも、その考えが
もとになっています。
少なくとも自分の道具だけは、ス
ノーボード体験を最良の物にする為
の味方でなければいけない！大自然
は毎回良い天気とは限らない。それ
なら猛吹雪でも楽しめる道具を紹介
したい。
白馬村から帰る時に、次回の予定
を立てながらワクワクして帰れるよ
うな1日を過ごしてもらいたい。これ
からも、そのお手伝いができればと
考えています。

八方　中村　みゆ 飯田　松本　圭司 切久保　宮脇　健太郎


